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[緒言] これまでに我々はアルキル置換含チオフェン V 字型縮環

パイ共役系分子（DNT–V: 図 1）が集合体構造において，１）高

いホール移動度（最高で 9.5 cm2/Vs），２）高い化学的安定性，

３）高い熱安定性，４）印刷プロセス可能な溶解性，５）熱やバ

イアスに対する高いデバイス耐久性	 を有する優れた次世代塗

布型有機トランジスタ材料であることをすでに見いだしている 1．そこで今回，V字型分子のコン

セプトを拡張させた新たな屈曲型分子群を設計，合成し，その物理化学的性質ならびに有機半導

体特性に関して研究を行ったので報告する． 

[実験と結果] 屈曲型分子群の合成はカップリング反応と Newman-Kwart 転位を鍵反応として目的

物を高収率で得た．得られた化合物群の熱安定性測定（相転移温度測定）を行ったところ，200 °C

を超えても結晶状態を保持する高い安定性を示した．得られた誘導体の単結晶 X線構造解析を行

ったところ，無置換体ではパイ電子コアが大きくずれた構造をとるのに対し，アルキル置換体に

おいて，コア同士が揃った電荷輸送に有利なヘリングボーン構造を形成する事を明らかとした．

この化合物について，溶液塗布法により単結晶トランジスタを作製，評価したところ，最高で移

動度 µsat = 16 cm2/Vs，オンオフ比

が Ion/off >107という高性能デバイ

スを実現した (図 2)．アルキル鎖

長や置換位置の違いによる塗布デ

バイスのデバイス性能評価などの

結果も併せて発表する予定である． 
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図 1. アルキル置換 DNT–Vの 
   分子構造. 

  
図 2. アルキル置換屈曲型分子の a) 結晶構造とトランスファー
積分ｔ, b) 塗布膜トランジスタの伝達特性． 
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